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アンケート調査結果の要旨 
 
１．エネルギー教育の重要性に対する認識 

43.5

51.3

0.7

0.4

1.1

3.0

56.0

41.1

0.6

0.6

1.8

0.0

50.2

47.3

1.0

0.0

1.0

0.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

おおいに重要である

まあまあ重要である

あまり重要ではない

重要ではない

わからない

不明

（％）

小学校
(n=269)

中学校
(n=168)

高校
(n=205)

 
 
〔ＳＱ〕 エネルギー教育が重要であると考える理由（複数回答可） 

55.7

69.8

49.4

54.9

12.5

18.4

58.0

0.4

0.0

56.4

68.1

46.6

50.9

20.2

13.5

47.9

0.6

0.0

45.0

72.5

45.0

45.5

18.5

19.5

49.5

1.5

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

日常生活に不可欠
で学習は当然

地球環境問題への
取組みの重要性

エネルギー資源確保
のための国際関係

エネルギー浪費に慣れた
子供への教育

科学学習の基礎的な
知識や考え方

生きる力を
身につけさせる一環

省エネなど
子供の頃からの学習

その他

不明

（％）

小学校(n=255)

中学校(n=163)

高校(n=200)

 「おおいに重要である」と

回答した学校は、小学校

43.5％、中学校56.0％、高等
学校 50.2％であり、「まあま
あ重要である」と回答した学

校は、小学校51.3％、中学校
41.1％、高等学校47.3％であ
る。「おおいに重要である」

と「まあまあ重要である」を

あわせると、各学校段階とも

9割以上が「重要である」と
の認識を持っている。 
 

 全体的な傾向としては、小・

中・高等学校ともに「人類共通

の課題である地球環境問題へ

の取り組みの重要性を知る必

要がある」を選択した学校が約

7割と多い。学校段階別で割合
が異なるものの、「日常生活に

不可欠で学習は当然」、「エネル

ギー浪費に慣れた子どもたち

の考え方を改めさせる必要が

ある」、「省エネルギーやリサイ

クルなど、子どもの時から学習

することで身に付けさせるこ

とが必要」、「エネルギー資源の

確保のためには国際関係を重

視する必要があることを認識

しておくことが必要」なども5
割前後の回答を得ている。 
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２．関係教科におけるエネルギーやエネルギー問題の取り扱い状況 

70.6

29.4

0.0

82.7

17.3

0.0

70.7

29.3

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

教科書に記述
されている程度

教科書をさらに
充実させている

不明

（％）

小学校
(n=269)
中学校
(n=168)
高校
(n=205)

 

 
 
〔ＳＱ〕 教科書程度の扱いになっている理由 

13.7

73.2

8.9

2.1

2.1

5.0

87.1

7.2

0.7

0.0

3.4

86.9

6.9

2.1

0.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

学習指導要領に
明記されていない

時間的な余裕がない

適切な補助教材が
不十分

その他

不明

（％）

小学校
(n=190)

中学校
(n=139)

高校
(n=145)

 
 

 

各学校段階とも 7 割以上の学校
が「教科書に記述されていることを

教える程度で扱っている」と回答し

ており、｢教科書の記述をさらに充

実させるかたちで扱っている｣学校

は3割に満たない。 

各学校段階とも 7 割以上の学校
が「時間的な余裕がない」と回答し

ており、中学校、高等学校において

は9割に迫る回答となっている。 
 「時間的な余裕がない」との回答

が多い学校現場の現状として、①新

学習指導要領の導入により授業時

間数が削減される中、基礎的学力の

定着に対する要望が高い、②学校現

場には多くのテーマ（課題）があり

エネルギー教育が他のテーマに比

べて緊急性があり優先度が高いと

いうわけではない、③教職員が多忙

であり教材研究を行うなどの時間

的余裕がない、などが考えられる。 
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３．「総合的な学習の時間」でどのような領域の内容を取り上げているか（複数回答可） 

10.8

78.4

54.3

66.9

21.6

68.4

1.1

3.3

1.1

65.1

5.6

1.5

10.7

52.4

63.7

12.5

9.5

33.9

0.0

61.9

0.6

69.0

10.1

0.6

8.8

23.4

18.5

19.5

5.9

24.9

4.4

40.0

2.9

19.0

35.1

5.4

13.8

21.4

11.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0

エネルギー

環境

情報

福祉

健康

食育

国際理解

消費者教育

キャリア教育
（職場体験等）

起業家教育

身近な地域

その他

不明

（％）

小学校
(n=269)

中学校
(n=168)

高校
(n=205)

 全体的な傾向として、「総合的な学習の時間」において、「エネルギー」を扱っている学校は    

約1割にとどまっている。また、「環境」については、学校段階によって割合に差はあるものの、「エ
ネルギー」に比べて多くの学校で扱われている。（小学校78.4％、中学校52.4％、高等学校23.4％） 
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〔ＳＱ〕 「エネルギー」や「環境」を扱う場合の具体的なテーマ（複数回答可） 

2.3

0.0

11.1

2.3

6.5

8.3

2.3

1.9

3.2

3.7

18.5

40.7

66.7

39.8

26.9

17.6

9.3

34.7

12.0

0.9

38.0

9.3

0.9

1.4

2.3

1.1

1.1

16.9

3.4

12.4

14.6

6.7

2.2

4.5

4.5

15.7

31.5

52.8

41.6

38.2

22.5

12.4

41.6

19.1

2.2

11.2

4.5

0.0

2.2

2.2

10.0

2.0

10.0

6.0

12.0

22.0

12.0

8.0

4.0

6.0

20.0

26.0

48.0

38.0

32.0

24.0

20.0

24.0

14.0

8.0

12.0

4.0

4.0

4.0

0.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

エネルギー利用

の歴史

科学技術史

暮らしとエネルギー

エネルギー資源

の分布

発電（電気をつくる）

新エネルギー

原子力発電

放射線・放射能

エコカー

未来のエネルギー

省エネルギー

リサイクル

ごみ問題

水質・土壌・

大気汚染

地球温暖化

酸性雨

地球温暖化等

以外の環境問題

環境美化

生態系

環境ホルモン

栽培・飼育活動

ビオトープ

ISO14001

の取得

その他

不明

（％）

小学校
(n=216)

中学校
(n=89)

高校
(n=50)
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 各学校段階とも「ごみ問題」をテーマにしていることが最も多い。学校段階別に見ると、小学校

においては「ごみ問題」（66.7％）、「リサイクル」（40.7％）、「水質・土壌・大気汚染」（39.8％）、
「栽培・飼育活動」（38.0％）などが多く、中学校においては「ごみ問題」（52.8％）、「水質・土壌・
大気汚染」（41.6％）、「環境美化」（41.6％）、「地球温暖化」（38.2％）などが多い。高等学校におい
ては、「ごみ問題」（48.0％）、「水質・土壌・大気汚染」（38.0％）、「地球温暖化」（32.0％）などが
多い。 
 
 
４． エネルギー教育を行う場合、具体的にどのような取り組みを行っているか（複数回答可） 

1.3

6.3

67.1

59.5

27.8

21.5

5.1

60.8

20.3

22.8

24.1

22.8

6.3

2.5

1.3

0.0

6.9

51.7

51.7

17.2

31.0

17.2

6.9

6.9

17.2

17.2

20.7

13.8

10.3

3.4

15.0

3.3

35.0

31.7

10.0

23.3

6.7

10.0

11.7

23.3

10.0

25.0

5.0

15.0

6.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

学校設定教科・
科目の設定

特設単元の設置

調べ学習の導入

インターネット
の利用

図書館や博物館等
の活用

学校外部の専門家
による講演・指導

企業や専門機関
などの訪問

清掃工場等の
公共施設の見学

工場の見学

エネルギー関連
施設の見学

野外活動・
自然観察

実験・工作

討論・ディベート

その他

不明

（％）

小学校
(n=79)

中学校
(n=29)

高校
(n=60)

  
学校段階によって割合が異なるものの、小学校の「清掃工場等の公共施設の見学」（60.8％）を除
いて、「調べ学習の導入」（小学校 67.1％、中学校 51.7％、高等学校 35.0％）や「インターネット
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の利用」（小学校59.5％、中学校51.7％、高等学校31.7％）が多い傾向にある。 
 一方、「実験・工作」、「エネルギー関連施設の見学」、「専門家による講演・指導」などは2～3割
にとどまっている。 
 
 
５． エネルギー教育を行う場合の教科・科目間の連携・関連付け 

25.7

71.4

3.0

7.1

91.1

1.8

3.9

94.6

1.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

行っている

行っていない

不明

（％）

小学校
(n=269)
中学校
(n=168)
高校
(n=205)  

 

 

〔ＳＱ〕 教科・科目間の連携・関連付けを行っていない理由 

31.3

51.0

12.5

4.7

0.5

38.6

42.5

15.0

1.3

2.6

25.8

58.2

9.3

4.6

2.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

準備や打合わせ
の時間がない

教科間の連携体制
が未整備

教科間の連携の
必要性を感じない

その他

不明

（％）

小学校
(n=192)

中学校
(n=153)

高校
(n=194)

 
 

 全体的な傾向としては、教

科・科目間の連携（関連付け）

はあまり行われていない。 
 学校段階別では、小学校にお

いて25.7％の学校で教科・科目
間の連携（関連付け）が行われ

ている。 
一方、中学校、高等学校にお

いては連携している割合は中

学校7.1％、高等学校3.9％とほ
とんどの学校で行われていな

い。 
 

教科・科目間の連携や関連付け

が行われていない理由としては、

「連携体制が未整備」（5割前後）、
「準備や打合せの時間がない」

（3割前後）が挙げられている。 
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６． エネルギー教育を行う場合の家庭や地域との連携 

25.3

69.9

4.8

13.7

83.3

3.0

8.8

89.8

1.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

行っている

行っていない

不明

（％）

小学校(n=269)

中学校(n=168)

高校(n=205)
 

 
〔ＳＱ〕 連携先（複数回答可） 

63.2

7.4

1.5

0.0

4.4

17.6

19.1

19.1

5.9

8.8

0.0

39.1

26.1

4.3

4.3

8.7

30.4

34.8

17.4

0.0

4.3

4.3

16.7

11.1

16.7

5.6

11.1

16.7

50.0

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

保護者、保護者会（ＰＴＡ）

子ども会、町内会など

同じ学校段階の他校

異なる学校段階の他校

大学・研究機関

自治体

企業

エネルギー教育支援団体

ＮＰＯ・ＮＧＯ

その他

不明

（％）

小学校
(n=68)

中学校
(n=23)

高校
(n=18)

 
 

 全体的な傾向としては、家

庭や地域等との連携はあま

り行われていない。 
  学校段階別に見ると、小

学校においては 25.3％の学
校で家庭や地域等との連携

が行われている。 
一方、中学校、高等学校に

おいては、連携している割合

はそれぞれ 13.7％、8.8％と
低い。 
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〔ＳＱ〕 家庭や地域との連携を行っていない理由 

26.1

47.9

11.2

9.0

3.2

2.7

26.4

37.9

16.4

14.3

2.9

2.1

24.5

54.3

5.4

10.3

3.8

1.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

準備や打合せ
の時間がない

連携を図るための
体制が未整備

適切な連携先が
見当たらない

連携の必要性
を感じない

その他

不明

（％）

小学校
(n=188)

中学校
(n=140)

高校
(n=184)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

家庭や地域との連携を

行っていない理由として

は、「連携体制が未整備」（4
～5割）、「準備や打合せの
時間がない」（2～3割）が
挙げられる。 
また、「適切な連携先が

見当たらない」、「連携の必

要性を感じない」と回答し

た学校がそれぞれ 1 割程
度ある。 
 



 13

７． エネルギー教育の現状に対する認識 

20.2

14.7

26.3

15.5

17.9

18.1

15.5

23.8

13.3

22.9

21.8

26.3

19.9

21.9

19.0

41.0

7.7

19.9

58.6

54.4

54.4

55.5

49.5

56.6

44.4

42.7

46.4

52.6

51.2

50.2

49.6

51.6

53.6

42.0

45.3

50.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学
習
内
容
が
体
系
化
さ
れ
て
い
な
い

学
習
指
導
要
領
で
の
位
置
づ
け
が
不
明
確

教
科
間
・学
年
間
の
系
統
性
が
な
い

環
境
学
習
に
偏
重
し
て
い
る

知
識
中
心
で
日
常
生
活
と
乖
離

教
育
が
個
別
的
で
連
携
が
な
い

新
エ
ネ
・省
エ
ネ
へ
の
過
剰
な
期
待

原
発
の
取
り
扱
い
が
難
し
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
記
述
が
少
な
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
実
感
で
き
る
教
材
が
不
足

企
業
か
ら
の
資
料
・教
材
が
不
適
切

体
験
学
習
施
設
が
不
足

校
内
の
協
力
体
制
が
整
わ
な
い

教
師
の
認
識
・知
識
が
不
十
分

教
師
向
け
の
研
修
機
会
が
不
足

教
材
研
究
の
時
間
が
十
分
な
い

行
政
等
か
ら
の
支
援
が
少
な
い

地
域
に
お
け
る
推
進
組
織
が
未
整
備

n=647

おおいにそう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

わからない

不明  
「おおいにそう思う」と「どちらかといえばそう思う」をあわせて75％を超える回答があった
のは、「教材研究の時間が十分ない」（83.0％）、「教科間・学年間の連携を踏まえた系統性がない」
（80.7％）、「エネルギー教育の理念が曖昧で学習内容が体系化されていない」（78.8％）、「カリキ
ュラムやニーズにあった体験学習施設が不足している」（76.5％）、「エネルギーを実感できるよう
な教材が不足している」（75.4%）である。 
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８． 教科書におけるエネルギー関連記述に対する認識（複数回答可） 

111

48

85

45

62

62

90

90

64

70

23

47

29

20

8

101

139

55

71

62

77

61

47

86

78

66

17

53

33

85

18

123

19

15

14

14

35

7

8

8

11

11

8

4

4

2

4

3

0 50 100 150 200 250 300

十
分
な
記
述
量
が
な
い

教
え
づ
ら
い
と
感
じ
る

統
計
資
料
が
古
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
特
徴
が
理
解
し
難
い

生
活
と
の
関
連
が
理
解
し
難
い

産
業
と
の
関
連
が
理
解
し
難
い

水
よ
り
電
気
等
の
事
例
が
少
な
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
長
・短
所
が
理
解
し
難
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
選
択
の
視
点
が
欠
如

将
来
に
つ
い
て
の
記
述
が
少
な
い

原
発
の
否
定
的
側
面
を
強
調

新
エ
ネ
・省
エ
ネ
に
楽
観
的

石
油
可
採
年
数
を
絶
対
視

一
般
社
会
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
と
乖
離

そ
の
他

特
に
問
題
は
感
じ
て
い
な
い

（人）

社会 理科 その他

 
 
 教科書におけるエネルギー関連記述について、「特に問題を感じていない」との回答と「児童・生

徒がエネルギー問題の概要を理解する上で、十分な記述しょうがない」との回答が同数程度で他の

項目よりも多くの回答を得ている。次いで、「いろいろなエネルギー源の長所と短所が理解できるよ

うな内容となっていない」との回答が多い。 
（この設問に関しては、学校単位ではなく教科を担当する教師個人に聞いているため、複数の教師
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が複数の教科について回答している学校もあり、割合で示すことができないため、各項目を選択し

た人数で結果を表示している。） 
 
 
９． 今後効果が期待できる連携先（複数回答可） 

26.4

8.2

11.9

3.7

23.0

28.3

42.8

59.5

16.7

1.1

11.9

4.2

10.7

4.2

35.7

29.8

50.6

52.4

17.9

1.8

10.7

1.5

7.3

5.9

59.0

27.8

49.3

42.0

18.0

1.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

保護者、保護者会（ＰＴＡ）

子ども会、町内会など

同じ学校段階の他校

異なる学校段階の他校

大学・研究機関

自治体

企業

エネルギー教育支援団体

ＮＰＯ・ＮＧＯ

その他

（％）

小学校
(n=269)

中学校
(n=168)

高校
(n=205)

 
 
 全体的な傾向としては、「企業」や「エネルギー教育支援団体」への期待が約 5 割と高い。学校
段階別に見ると、高等学校において「大学・研究機関」との連携への期待が6割に上る。また、小
学校においては、「保護者・保護者会」との連携への期待が26.4%と他の学校段階よりも多い。 
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１０．学校として期待する外部機関等からの支援 

45.4

32.0

28.3

5.2

21.9

58.7

8.9

11.9

3.3

23.0

37.9

9.7

55.0

1.9

4.1

47.0

33.9

21.4

11.9

21.4

65.5

12.5

17.3

4.8

29.8

42.3

11.3

59.5

2.4

0.6

57.1

22.0

22.4

6.3

20.5

59.5

15.6

21.0

3.4

35.1

36.6

11.7

40.5

1.0

1.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

教師に対する研修機会の拡充

実践や研究に対する資金助成

カリキュラム・教材開発へ資金助成

コンクールや表彰の実施

イベントや研究大会の開催

情報のデータベース化

関係機関による研究会等の設置

小・中・高・大学の連携

エネルギー教育学会の設立

企業や専門機関施設の一層の開放

指導者の育成・派遣

週末等利用の学習プログラムの提供

体験学習機会の提供

その他

不明

（％）

小学校
(n=269)

中学校
(n=168)

高校
(n=205)

 全体的な傾向としては、小学校、中学校、高等学校ともに「エネルギー教育の実践に役立つ情報

のデータベース化」が6割程度で多い。また、小学校、中学校では「体験学習機会の提供」が6割
近くの回答を得ており、高等学校では「教師に対する研修会の拡充」が 6割近い回答を得ている。 
 
 
 



 17

１１．学校におけるエネルギー教育を定着させるための改善の視点（３つ以内で選択） 

61.0

19.7

32.0

5.2

32.7

21.6

55.0

15.2

1.9

2.2

4.1

59.5

28.6

23.8

10.7

33.3

20.2

54.8

19.6

6.0

4.2

0.0

51.2

27.8

22.4

12.2

35.1

24.9

58.0

15.1

1.5

2.4

1.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

小～高校の一貫
したカリキュラム

複数の教科・
科目での連携

教科の発展学習
での扱いの工夫

専門の教科・
科目の設置

指導事例集
の作成

人材や指導者
の育成

エネルギーを身近
と捉える教材の作成

学校全体で取り
組めるカリキュラム

その他

現在の取り組み
で十分

不明

（％）

小学校
(n=269)

中学校
(n=168)

高校
(n=205)

 

全体的な傾向としては、「小学校から高等学校までを見据えたエネルギー教育カリキュラムの作成」、

「エネルギーを身近な問題として捉えられる教材の作成」が 6 割近い回答を得ている。一方、「専
門の教科・科目の設置」については 1 割前後の回答にとどまっている。また、「現在の取り組みで
十分である」と考える学校は数パーセントに過ぎない。 
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１２．学校におけるエネルギー教育を定着させるための改善の視点（３つ以内で選択） 

17.1

28.6

35.3

4.1

9.3

1.1

4.5

22.0

39.9

23.8

4.2

9.5

0.6

0.0

23.4

45.9

9.8

7.3

8.3

3.9

1.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

現状程度の取組みを続けたい

教科内の扱いを充実させたい

総合的な学習時間内で充実させたい

教科や総合学習以外で充実させたい

教科間の関連づけを図りたい

その他

不明

（％）

小学校
(n=269)

中学校
(n=168)

高校
(n=205)

 
 
 学校段階によって回答の傾向が異なっており、小学校では「『総合的な学習の時間』の中で充実さ

せたい」が35.3％と最も多い。中学校、高等学校では「教科内の扱いを充実させたい」がそれぞれ
39.9％、45.9％と多く、高等学校においては「『総合的な学習の時間』の中で充実させたい」との回
答が9.8％にとどまっている。 
 

以 上 


